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大切なものを守るため

今できる防災・減災対
策

９月１日は防災の日

　災害は対岸の火事ではありません。いつ起こるか分からない災
害に対して「自分は大丈夫」と思わず、防災・減災の備えをする
ことが不可欠です。防災・減災対策の基本は、自分たちの身は自
分たちで守る「自助」、地域で互いに助け合う「共助」、行政機関が
行う「公助」の３つ。もしもの時に、これらが連携し合うことが、
自分の命を守り、生活を守るための重要なポイントになります。
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地
震
発
生
時
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害
の
大
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な
割
合

を
占
め
る
と
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い
る
の
が
火
災

で
す
。

　
地
震
に
よ
り
同
時
多
発
的
に
火
災
が

発
生
し
た
場
合
、消
防
だ
け
で
は
全
て

の
火
災
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

た
め
、大
火
災
に
発
展
す
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、各
家
庭
で
の
消
火

器
の
常
備
や
地
域
に
よ
る
初
期
消
火
が

大
変
重
要
に
な
り
ま
す
。

　

不
意
の
火
災
に
対
応
す
る
た
め
、市

は
市
内
約
８
０
０
カ
所
に
街
路
消
火
器

を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

地
震
が
発
生
し
、避
難
所
な
ど
に
向

か
う
途
中
、す
ぐ
近
く
で「
火
事
だ
！
」

の
声
。
自
分
の
目
の
前
に
は
街
路
消
火

器
が
あ
る
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そ
ん
な
時
、迷
わ
ず
消
火
器
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使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
か
。

　

街
路
消
火
器
は
、公
園
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入
り
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近
や
道
路
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置
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あ
り
ま

す
。
市
が
設
置
し
て
い
る
街
路
消
火
器

は
中
に
粉
状
の
消
火
薬
剤
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入
っ
た
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型
粉
末
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火
器
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い
う
種
類
で
、

普
通
火
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、油
火
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気
火
災
の
全
て
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対
応
で
き
る
消
火
器
で
す
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大
き
さ

に
よ
っ
て
違
い
ま
す
が
、届
く
距
離
は

お
お
む
ね
５
㍍
前
後
、放
出
時
間
は
お

お
む
ね
15
秒
前
後
で
す
。
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用
し
た
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期
消
火
の
成

功
率
は
７
割
以
上
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

い
ざ
と
い
う
時
、初
期
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火
活
動
を
確

実
に
行
う
た
め
に
、日
頃
か
ら
地
域
の

街
路
消
火
器
の
位
置
を
確
認
し
て
お
く

と
と
も
に
、消
火
器
の
正
し
い
使
い
方

を
心
得
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
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